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猶
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れ
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利
用
方
法
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集
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化
は
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う
し
た
形
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進
行
し
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居
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な
い
か
と
恕
ふ
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摘
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要
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融
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。
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ら
ぬ
で
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う
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し
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る
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狀
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廉
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、現
在
の
様
に
、
ニ
般
株
慣
が
他
の
諸
物
價
に
此
し
て
著
し
く
低
く
、
ま
た
多
ぐ 

は
額
面
を
割
つ
て
展
る
狀
態
で
は
、*常
分
新
株
の
發
行
齋
描
起
愦
は
遥
だ
困
縱
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运
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縱
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し
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學
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多
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も
の
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。
例
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ば
#-
式
で
は
各
槌
の
優
先
株
の
普
及
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無
額
面
株
の
採
用
ま
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依
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就
い
て
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麗
社
偾
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式
購
入
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付
社
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、
利
益
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愦
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の
發
行
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考
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ら
れ
る
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無
額
而
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に
就
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て
も
、
そ
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發
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近
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ア
メ
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著
し
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發
達
を
遂
げ
、
好
況
期
に
•は
株
式
の
齊
及
に
拍
車
を
か
け
、
ま
た
不
況
期
に
入
つ
て
は
#
社
，の
改
釦
に
利
用 

.

^
れ
て
_大
な
る
效
艰
を
納
め
-?
:
點
か
%
'
*
,
今
後
の
，.我
.が
財
1
の
«

_ 

1.

考
に
値
す
.るt 

と̂
で
あ
る
。
 

'そ
の
意
味
で
玆
に
大
略
を
、
主
と
し
て
企
業
金
融
の
而
か
ち
紹
介
す
る
次
第
で
•あ
る
。

、
：

/ 

■ 

. •

、

併
し
之
れ
に
就
い
て
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
株
式
の
發
行
が
俄
に
發
達
し
た
の
に
は
自
づ
と
同
阈
特
有
の
裏
情
に
®
く 

こ
と
が
多
い
の
で
あ
つ
て
、
利
弊
相
伴
ふ
こ
の
株
式
を
我
が
國
に
採
用
す
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货
幣
的
'倩
務
で

あ

る

'
。

1
の

出
资
は
常
に
僙
權
教
の

货
幣
の
請
求
に 

應
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
资
命
を
示
す
も
の
で
あ
る
0
拂
込
资
本
命
は
之 

れ
を
來
す
不
斷
の
準
備
命
で
あ
る
。(

1
D

そ
の
偾
權
费
が
他
の
寒
榮
の 

と
は
興
つ
て
一
般
大
衆
で
あ
る
。
• 

(
D
e
w
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n
g
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;t
た
ア
メ
リ
カ
-で
は
銀
行
は
各
州
共
に
特
別
法
で
紐
織
さ
れ
、
称
主
は

棵
の
額
而
_の
倍
額
の
費
任
を
負
ふ
點
か
ら
も
額
雨
を
必
要
と
す
る
0
ま 

た
公
益
事
業
會
社
も
大
多
數Q

州
で
は
特
別
決
'K

設
立
”さ
れ
て
射
る 

が
'■
>
之
れ
は
旣
ド
多
く
の
州
で
無
額
而
株
の
發
行
が
許
さ
れ
て
措
る
。 

©
♦
J
S
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I式
の
無
額
w
發
行
は
必
す
し
も
新
レ
い
方
法
で
は
な
く 

S
c
o
t
t

 

(
J
o
i
n
t
-
s
t
o
c
k
.

 C
o
m
p
a
n
i
e
s

 

t
o

 

1
9
2
0
) 

I J, 

P
.

 

D

§,s
-
(
c
o
-

 

o
p
e
r
a
t
i
o
n
s
,
.

 B
o
o
k

 

n
)
，

の
研
究
に
ょ
れ
ば
、
ィ
ギ
リ
ス
の】

初
期
の
株
式
#

社
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
-
又
ア
メ
リ
カ
で
は
十
九
货 

«
に
入
つ
て
も
初
め
宿
料
道
路
#

社
で
之
れ
が
發
行
さ
れ
て
居
?:
と
沄
は
れ
る
。
併
し
厂
八
一
一
一
〇
年
以
後
ア
メ
リ
カ
で
成
立
し
た
大
多
a
 

の
- #
社
は
株
式
に
一
迠
の
額
面
p
p
r 

v
a
l
u
e

を
布
し
、
之
れ
が
一
般
の
通
則
と
な
つ
た
。

と
こ
ろ
が
一
八
八
〇
年
代
の
終
り
に
こ
の
習
慣 

が
疑
間
と
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
そ
れ
は
做
' ^
的
な
ボ
ー
ナ
ス
株
が
多
‘く
發
行
さ
れ
る
樣
に
な
り
、
そ
の
多
く
の
場
合
明
か
に
虛
僞
の
こ
と 

に
法
律
上
公
共
的
な
承
認
を
與
へ
る
こ
と
ゎ
社
^

的
意
義
に
就
い
て
法
律
家
の
間
に
疑
陳
が
懐
か
れ
た
。

そ
し
て

•一 
八
九
〇
年

以

替

ュ 

丨
>
.
.
.
丨
.
.ク
，の
孺
蓮
士
«

»
の
#
員
屮
か
ち
無
額
前
株
の
發
行
を
許
可
す
る
法
令
の
運
動
が
起
つ
?:
。
同
協
#

は
一
九
〇
1
ギ
に
*

^
05
1
株 

法
案
を
起
苹
し
て
一
一
ュ
ー
ョ
ー
ク
州
議
#

に
提
出
し
.た
„が
、
課
税
規
萣
の
不
完
全
な
爲
め
否
任
さ
れ
、

一
九
二
一
年
じ
そ
の
修
把
案
'が
通 

兔

1
,て
.初
め
て
こ
の
.株
武
の
發
行
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
0.
©
6名
»*
0<
3
:
-
泻̂
&

け
?0
,
3'
セ
.
^

 ̂

..

.
篇
過
は
之
.れ
.が
；公
衆
0
賛
同
を
#
夺
か
«
だ
.：.疑
間
.で
そ
の
發
齋
社
極
め
て
遲
々
た
る
も
の
で
.あ
つ
-^
。
'.
-
.
_
一
：九
 ̂

I-
-
ョ
ー
ク 

M
長
涫
に
椹
出
1

_太
八
ま
_
七
藤
の
着
:8
1
:篇
許
狀
ホ
僅

_
:に
|
^
通
が
楽

な
爲
め
で
办
つ
た
。
#
社
設
立
者
は
斯
か
る
ft
れ
ぬ
株
式
に
禱
躇
し
、
、或
は
之
れ
メ
に
反
對
し
た
。
併
し >

)

れ
に
ょ
つ
て
收
め
#
る
明
か
な 

.
备̂
は
難
亿
几

-^
の
痛
性
と
^

^

を̂
^
服
^
:^
、」

^

^
:$
年
：̂
此
¥:
五
^
餘
.の
無
«^
面
會
«:
:
が
»
離
^
れ
、
爾
來
急
速「

に
i
の

陂
呔
發
垄
を
遂
げ
ね(

H
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そ
し
て
他
の 

州
で
は
一
九H

ハ
年
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
、

一
九一

七
年
に
カ
リ
ホ
ル
、
ニ
ア
"
デ
ラ
ウ
エ
ア
、

メ
ィ
ン
そ
の
後
年
々
澈
州
で
承
認
さ
れ
現
迕 

ハ
ヤ
技
事
燃
上
_

_
朦
親
が

«

:§
;
;賴
釦
：勝
奪
ぬ

€

"

_取

®

#

業
以
外
の
新
會
社
の
大
多
數
は
ー
，稀
忠
し
ぐ
は
數
祯
の
，無
额
而
株
卜
设
て
組
織
さ
れ
'»
又
多
く
の
旣
設
み
社
は
そ
の
規
定
を
改
1£
じ
て
從 

來
の
#
許
狀
中
で
嬰
汆
さ
れ
て
ゐ
る
额
面
株
を
無
锁
16
1
株
に
變
页
し
，た

,0
8 

-

.

.

.
,
紅

.

.

.

,

,

(

註〕
D
e
w
i
n
g

が
前
揭
辔(P. 

3
^
び
そ
の
大
矜T

h
e
-

'snanciaj 

.

.

..̂olicy of Corporations, 

3rd. Ed. 

1934, p
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to
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に
揭
げ
た
數
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丨
字
に
ょ
る
と
、

_1九

〗

^
印—

ー
九
ー
ー
三
苹
初
め
に
か
け
て
の
ー
千
捣 

i)
i
i以
上
の
资
淹
の

#
社
に
就
い

‘て
觅
る
に

^
額

|/
5
1胡

，
^

^

^

^

と

め

比
 

卬
は
次
の
様
で
あ
る

。
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,
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;r
;
'
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:
;
v.v
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藤

^
:
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»
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数
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九 
一
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r
l
:
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七 

^

九1

八
丄

1
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i

九
ニ 
丁
ニ
三

ナ
九
ニ
四
1
ニ
六 

.1

九
ニ
七
I ニ
九

1
‘九ー
ー
ー
〇
|
ー
ー
三
‘

奮
而
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1

三

類

i

へ

s

.

_

議

き.

〇

■ * 無
、 . 額 

一八ノ v  ニ 珂  
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無
紐
而
梂
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黎
劑
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六
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' 
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九
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四
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o
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.
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九一

五

丄
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蒙

讓

;
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一九二
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丄
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六

' 

ニ

六

A
西七五•
九

 

，
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一
，
九

ニ

七

丄

ー

九
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一

一一四
八
九
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; 

v

「
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a

4 幾
へ
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.
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;

m
種
會
社
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•

,

-た
'
:
.
'
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:
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一
九」

五

丄

七 

八
八
‘
、ニー一九

i
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九
一
八
丄
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-

-

四

九
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一
一
一
九
四
西
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九1
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四
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六
八
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八
ニ

1
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を
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‘

普

通

の

裏

の

特

許

狀

は

資

本

金

0

1

1

と
そ
の
資
本
金
の
成
立
つ
株
數
を
揭
げ
、
各
株
に
一
足
の
金
額
I

f

ね
ば
ぶ
­

ら
ぬ
。 

無
額

K
株

2

1

特
許
狀
に
は
舉
に「

會
社
の
發
行
す
る
株
式
數」

を
揭
げ
る
こ
と
が
必
f

れ

る

だ

け

で
t

c

從
つ
：T
若

.
：

餘

爾

■
濯

養

漏

■

■

■
_

と

達

^

何

^

^

« /
漏

_

戀

 

一

へ

薩

聽

■

顏

遲

隱

藝

す
る

顏

I

f
讓

i
 

へ

て
決
定
さ
れ
る
。

、
 

-

r
 

i
-
J
r 

-

ぺ
 

' 

■-
-■■
ン

-

ぺ

-■
- 

. 

; 
.■.
.
.
.
,
-
-
,

.

.
--

... ..
、

.
、

一一J

編

錢

島

.'達
 

"

-

夜
る
に
ニ
次
ニ
九
年
以
來
こ
の
無
額
麗
富
的
を
變
；f

中
に
、
た
I

目
的
な
低
額
；織

I

行
さ
れ
始
め
た
。
之
れ
は
財
宽

'
■
. 

最
初
の
桃
込
-
或
は
#
社
の
靈
と
は
何

I

f
な
い
低
習
の
も
の
で
ぁ
る
。
例
へ
，ば一.

九
§

年

育

丨

忘

复

で

こ

無

^

 

.

:

_

_
醫

_

_

讓

讓

ー

•ニ
卜
弗
f

t

と
f

。
こ
S

化
は
f

l

由
I

る
が
、
f

し
て
|

恶
税
を
輕

f

る
f

 f
 

■

如

I

着

.

一k

 

■
產

厚

，一

」

：ネ
■

遺
■
 

"

課
さ
れ
る
移
轉
税
と
'；̂
之
れ
で
ぁ
る
。
例

へ
I

產

と

霖

税

と

は

株

f

額
面
の
大
小
に
ょ

つ

て

^

、
多
く
：の
州
で
.m

l

 

は
霖
株
と
同
一
標
準
で
麗
さ
れ
る
の
で
、
之
れ
を
額
河
一
弗
株
に
靈
す
れ
ば
、
僅
か
に
西
分
の 

一p

濟
む
こ
と
に
な
る
。…

Z

.幸
-丨
>
«■
で
'ば
-九
H
S年
に
^

'

..
，-，
'.
.
.
'一：

(

課
，

)

• Ho
a
g
l
a
n
c

は
之
等
の
規
定
で
無
領
时
株
の
-利
州
を
不
當
に
不
利
る
。ccorx>orati§

 Finance; 

I

.
 

p, 

5
S

な
もS

と
し
そ
の
結
來
低
額
；€

^
逆
戾
リ
さ
せ
.る
に
至
つ
-た
と
兑
て
炕 

- 

、

’

^

M
に
無
额
而
株
忒
は
丙
卵
株
*
五
十
部
株
を
五
弗
株
’
十
弗
樅
に
變
更
さ
せ
？:
他
の
理
山
は
横
立
金
勘
足Surplus

に
關
聯
し
て
で
ぁ 

る
。：

九
三
〇
年—

一
九
三
三
¥
に
は
多
く
の
皆
社
が
非
常
^
損
失(

普
通
の
營
業
及
び
資
產
の
®
値
の
'低
落
に
ょ
り)

を
蒙
つ
た
。
多

を
生
じ
る
，の
で
ぁ
る
。
i
こ
で
之
れ
.を
避
け
る
爲
め
、
資
本
金
を
無
額
面
株
か
名
名
：

HI

的
な
一
卵
又
は
五
弗
株
に
變I

s
p

t:。’

そ
の
結
张 

资
本
金
勘
定
の「

確
定」

額

l

a
 

B
は
減
少
し
た
。
そ
の
減
少
し
仁
だ
け
の
金
額
は
稂
立
金
に
計
上
さ
れ
?:
。
斯
く
て
資 

木
金
か
ら
減
额
し
ね
確
定
資
本
か
ら
生
じ
た
こ
の
新
ら
し
い
積
立
金
は
损
失
を
填
補
し
、
そ
の
上
尙
稂
立
金
勘
定
に
若
干
の
殘
高
を
の
こ 

t--
c
i
.
^
^
.
o

?:OCDewin^,:,:securities,
、p.p...92-9^.polic3^

0

.T
f
i
l
株
の
•み
を
發
行
し
た
命
地
の
確
定
资
本
は
應
慕
の
艰
認
さ
れ
た
株 

キ
：武
0;
-餌
16
|
金
新
ゎ
诋
资
さ
枳
ず
：に
鼷
报

1
れ
^(

ボ
ー
ナ.ス
又
'は
配
當

^
 

做
^
資
本 Stated C

a
p
i
t
a
l

と
信
託
戡
命
說 trust f

u
n
d

 the- 

o
r
y
.公
法
に
よ
つ

'て
脅
社
の
債
權
游
及
び
曾
社
と
契
約
を
締
'姑
し
て 

ゐ
る
人
々
の
利
益
は
、
僉
社
が
配
常
の
形
式
で
称
、

3£
に
分
配
す
る
こ
と 

に
よ
，つ
て
そ
の
純
资
鹿

(

負
^
を
按
除
し
た
资
座

〕

を
減
少
さ
す
こ
と 

を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
る

o

こ
れ
を
信
託
®
冷
說
と
稱 

し
て
、
ア
メ
リ

.ヵ
法
で
は
碓
認
さ
れ
て
屛
る

0、
そ
し
て
こ
め
樣
に
分
社 

の
負
偾
保
障
の
爲
め
に
確
保
さ
れ
た
，狡
糜
額
を

#
社
の

「

破
宛
致
本

」 

と
一K

ふ
。
食
社
が
そ
の
正
味
资
糜
を
そ
の
確
定
资
木
額
敗
下
に
減
じ
得 

る
の
は

#
襲
上
の
拟
失
を
生
じ
た
場
合

.で
あ
る
。
從
つ
て
配
赏
蚁
行
は 

れ
る
に
は
，先
づ
そ

('
拟
失
が
猶
補
さ

.

4

て
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

0

と
し
て
の〕

株
式
の
鸫
て
の
額
而
命
額
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
之
れ 

を
減
少
す
る

|-
は
州
、の
同
意
を
要
し
、
そ
の
同
^

は
旣
發
株
式
の
あ
る 

、部
分
を
耻
消
す
饬
め
に
許
可
す
る
と§

14

興
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
^

の 

株
式
の
取
消
は
自
趾
的
に
そ
か
株
数
だ
け
發
行
許
可
と
^
た
株
吣
双
が 

f.

或
少
へ

.„
る

こ

と

に

な

る

。(

w
. H

,

 

ivEontgomery

Ifinancial 

H
a
n
d
b
o
o
k
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1927, 

p
b
.

1625-1626.)
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,

て

私

來

ム

ら

は

假

り

に

，

俏

の

馨

定

治

て

蕩

，

は

寶

却

さ

れ

な

か

つ

た

が

”
.
現

在

.で

.はニ
‘仙

.ひ.證
臂

洛

.の、 

蓬

株

の

廣

吿

が

！

す

れ

ば

.

公

衆

は

之

れ

を

無

額

面

株

と

同

；

の

も

の

.と
考

へ

る

様

に

な

？

來

て

居

る
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現
象
を
生
じ
る
に
至
つ
た0

と
、
.ま
た
過
去
の
企
業
發
起
者
•が
身
の
資
本
金
f

の
資
木
以
上
.に
社
會
に
示

f

と

し

た

の

に

對
し
て 

I

の
發
起
者
は
税
を
節
約
す
る
爲
め
に
.資
產
以
下
の
名

目
的
な
額
'面
價
格
を
示
す
に
至
つ

た
と
。
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併
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株
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靈

又

は

證

Q

切
下
げ
に
ょ
？

生
じ

為

餘
f

i

g
に
利

用

す
れ
ば
一

證

|

常
で
，

9
?

、

そ
れ
で 

;

翁

慕
の
資
產

8

も
改
智
さ
れ
す
、

結
房
株
主
と
し
て
は
何
の
利
益
'々
も
な
L
ぬ
も
の
で
ぁ
る
。

混
水

株
と
は
意
味
は
異m>

る
，ゝ 

•

決
し
て
觀
迎
す
べ
き
事
で
な
い
。
f
た
無
證
の
檢
用
は

I

I

I

の
.問
題
を
.解
決
す
る
も
.の
で
は
な
く
無
額
面
株
の
I
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寡
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に
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_
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す
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も
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な

け

れ

ば
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_趟
は

骑

株

_

礙

遷

は

ー

書

双

薩

函

記
戦
さ
れ
た
金
額
に
過

I

学

し

i

要
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か

り

み
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サ
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S
葛

つ

|

_

を
$

ま
り
或
管
た
企
業
發 

起
者

.
_

家
が
之
れ
を

S

し
て
？

詐
欺
的
行
爲
を
行
ふ
犋
れ
の

.‘|
點
に
ぁ
る
。
.そ
れ

.に
就
い
て
.

D
e
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は
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の
通
り
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行
«
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聚
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證

^
業

资
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瓯

株

ぽ

優
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楔
的
な
理
由
は
第
"
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^
^
^
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^

の
fe
ホ
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成
を
簡
單
に
分
析
し
て
み
れ
ば
ゎ
か
る
^
で
あ
る
が
-
兪
社
が
組
織
さ
れ
た
，

そ
の
株
主
に
ょ
っ
て
示
さ
れ
る
所
有
關
係
は

が

货

說

曝
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酿
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雛

■
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雪
齡
驗
ノ
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營
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囊

^

-

^' 1 

の
，利

^
し
#
る
無
形
財
及
び
經
發
の
才
能
で
あ
る
様
な
場
合
に
於
て
殊
に
然
り
で
あ
る
。
ぞ
れ
规
、)

の
有
形
老
形
の
賢
體
の
總
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の
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ま
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襲

傲
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あ
る
。
併
し
他
の
公
益
琪
業
そ
の
他
の
企
業
の
多
數
に
比
較
す
れ
ば
'
,そ
れ
は
少
數
で
.為
っ
て
、
.そ
の
後
苕
の
設
立
當
初
の
^
^
が
遵
得
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^
窗
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_
货
意
な
虛
糨
的
價
値
以
外
难
は
何
等
定
：̂

推
測
か
、
輯
惡
，の
場
合
に
は
誤
述
が
費
の
動
機
に
ょ
っ
て
誘
ば
れ
?:
作
り
ご
と
で
あ
る
。
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.ぞ
の
：上

新

會

社

が

事

業

赘

開

始

す

弟

遗

：：卷
：：

€>
.財
產
：の
«

値

灌

曼

の

貨

幣

も
-
直
ぐ
に
.そ
の
一
致
は
破
れ
る
。
例
へ」

ば
營
業
が
利
益
：を
鐵
げ
れ
«

->
:裔
«
の
，靈

：は
境
刺
す
る
が
、
も
と
.の
.資
本
金
は
そ
.の
ま
ま
 ̂

あ
る
。
し
か
も
こ
の
不
一
，致
は
事
業
活
動
の
性
質
-に
固
有
の
も
の
で
あ
^
て
偶
發
的
な
も
の
で
は
な
い
。
若
し
も
我
々
が
現
有
の
事
實
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求
榄
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
れ
を
支
拂
っ
'た
後
に
之
れ
に
參
加
す
る
權
利

-
と
見
做
す
な
ら
ば
、
斯
樣
，な
誤
說
は
最
早
存
在
し
な
く
な

:る
。；
^
れ
は
..目
的
論
的
な
資
本
金
の
意
義
.で
あ
.っ
て
、
こ
の
概
念
は
瓿
々
な
財
產
や
無
形
の
'_出
資
に
勝
手
な
貨
德
の
等
1:
を
認
め
や
，
I
 

圖
る
も
の
で
は
な
い
。
會
社
の
財
を
に
澍
す
る
權
利
を
保
有
し
、
，且
っ
そ
の
幾
®

產
取
得
者
と
し
て
の
働
き
を
す
る
或
る
穑
の
所
有
關
：
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係

籍

在

す
る

に
，舊

な

n

併
し
こ
の
I

の
利
益
0
割
當
は
單
に
所
有
株
め
^

^

1

1で
の
收
益
と
資
產
と
の
割
當
を

例
的
な

利
益
の
證
據
で
ぁ
り

•
そ
れ

1

1
企
業
の
共
同
の
資
木
に
對
す
る

I

的

な

|
g

對
的
で
は
ル
い

ー

S

か
ら
t

るI

0

1
る
。
橥

9

所
有
に
附
赠
ず
る一

切
の
旣
,
の
E

及
び
貴
往
算
社
に
對
す
る
比
例
的
な
利
窖
關
係
に
f

も
の
で
倉
。
凡

て

の

姐

力

る

^
-
村

と

香

は

額

i
s

株

同

様

に

無

額

面

株

に

ょ

つ

.て

，も

.等

し

べ

明

か

；に

な

.し

得

：る

.

>)

と

.
で

ぁ

る

。

加

ふ

，る

'
P

役

：w

者

*:、

权

崎

役

或

摆

鎏

f

せ
い
廿
い
漠
然
た
る
覜
念
し
か
持
た
ぬ
憤
値
を
無
撣
評
慣
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
、冬
の
評
價
に
伴
ふ
傲
蒙 

生
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
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に
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し
て
强
調
し
て
辟
る
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無
ti
l
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採

0-
社
# -
的

意

義

と

し

て

會

社

に
 

剷
す

^
熒
働
着
阶
級
そ
の
他
の
疑
念
、
不
信
、
盤
惡
の

JJ
l
irl
i
の
中
に
は 

..會
祉

.の

..機
^
に
浪
敗
し
た
も
の

.、
あ
る

_事
_を
.知
.つ
て
^
リ
ノ
從
つ
て
.

そ
.，
 

の
感
沾
が
會
社
の
钤

t!
-
な

y
經
舒
政
馈
な
リ
に
も
及
ぶ
の
で
あ

S'
か 

ら
、
無
額
诃
株
に
ょ
？

處
似
の
評
倒
が
必
要

^
/な
く
な
リ
、
ま
た
株 

ホ
はC

取
初
か
ら

^
に
企
業

^

澗̂

1C
參
加
す
る
资
格
を
有
す
る
企
業
の 

所
有
游
と
见
做
さ
れ
、
ば
勞
働
卷
も
之
れ
を
现
解
す
ん
と
、
外
し
努

ts, 

种

の
.要
企

或̂

は
致
.本
家

■に
對
す
る
不
信

、
' 離
惡

K
斯
樣
な

.點
/ V

あ
.る
： 

の
で
は
な
い
0 

、
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*

.
ま
た(

ニ)

無
額
而
採
は
株
武
の

in
愤
を
判
斷
す
る
の
に
何
等
賴
み

に 

す
る
手
引
が
な
い
爲
め
、
投
襄
に
株
式

S

擇
の
责

住
を
，課
し
脅
社

*
-
,
• 

. 

. 

,
.
.
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■•
,
-
く

^
*
^
•
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'
.
'

へ
：>■.
•:■
■
■:.じ
'/
:
.
”
嘴̂

-

/■
:
.
.
.

の
過
虫
と
證

€
收
贫
、
资
社
及
び
經
營

f

經
歷
、
囊
办
上
の
そ 

の
食
社
の
地
位
、

f

と
將
來
の
翁
に
關
し
て

1

株
式
の
憤
値
を 

調
嵛
さ
せ
る
と

.0
讲
し
と
れ
を
セ
の
様
试
泠
發
行
に
伴
ふ
利
翁

i 

mる 

と
と
は
多
く
の
論
者
め
說
ゼ

.あ
^
が
、
#:
し
：そ

^
'調
兹
に
伴
.づ
で
他
に 

:何
.等
み
の

1
^

の
收
め
本
れ
^ -

か
：ぎ
リ

そ
.

れ
を
こ

め

神

式

の

握
听
.も
は 

去
へ
‘な
す
0:.ま
た
役
赘
家

.は
額

,7
5
|#:
.に
つ
、い
て

V
決
し
て
そ
の
額
に
ょ 

つ
て
左

*
さ
れ
る

%
の(

で
：は

.な
、乂
舉
に

.
1
:
應

0

引̂
と

.す

.る

.ド
過
ぎ
な

.
 

い
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灸
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無
.額
而
採
を

.：以
て
利
予
乏
利
聘
と
：を.區
別
す
る
.經
濟
规 

論
と

一

致
す
る
も3

で
あ
る

.を
-0
卽
ち
經
營
者
の
'受
け
る
利
益
ば
費
本 

■-
/■C到

す
る
利
子
で
は
な
く
危
險
の
負
擔
と
經
營
.に
對
す
る
報
酬
で
あ
る 

_

.

yは

.經

懲

现

論

.の

說

く

.と

こ

- 3
で

あ

る

.が

無

額

雨

株

：に

_ょ

つ

て

と

の

^

:

:̂.

赞

證

3

れ

る

と

。
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一
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州
に
よ
つ
て
は
觀
株
の
觀
念
の
籑
を
保
夼
し
た
い
.と
望
奮
ら

、
' 

.
無
習
故
と
い
ふ

_

_

繁

鬚

;:
1
,
.
て
端
醫
株
發
行
の
.
' 

F

i

f

_木
I

の
株
式
に
f
 

•
て
f
 

f
法
律
で
耍
求
レ
を
る
。
こ
.の
法
_令
の
企
圖
す
る
とy

)

ろ
は
確
定
資
本
を
設
け
さ
せ 

>

最

初

歡

i

M

:警

廣

邕

拂

f

つ
w

f
れ
な
い
#
社
財
產q

「

信
託
基
金」

I

設
す
る
義
務
を 

1

せ
や
ぅ
と
す
る
に
あ
る
。
づ
士
り
取
線
役
が
個
人
的
な
貴
任
を
廣
は
す
'に
は
,
確
忠
資
本
と
指
足
さ
れ
た
額
を
俊
す
金
--
^
を
£
1
1
當
に 

乂
弗
ふ
-J

と
が
川
來
f

な
る
だ
け
の
こ
と
で
i

。
從
つ
す
そ
の
全
額
が
株
式
に
よ
つ
T
出
f

れ
た
全
資
本
を
表
示
す
る
も
の
で
な
- 

い
、 

又

来

蔑

_
に
よ
つ
-て
左
右
4
れ
な
い
不
動
：の
資
本
と
い
ふ
ゎ
け
で
も
な
い
。
景
に
增
減
し
得

f

?

あ
つ
て
旣
に
述
•へ
ね
通 

リ

一
九
三
三
年
に
は
損
失
を
塡
補
す
る
爲
め
減
額
さ
れ
た
多
く9

實
观
が
あ
る
。
そ
れ
故
.-侦
務
者
を
保
謹
す
る
手
段
ヒ
し
て
は
效
猓
ぬ 
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こ
の
様
にi'

定
の
確
定
資
本
を
#
求
す
る
州
で
は
、
#
社
は
>
の
無
額
面
株
を
發
屯
す
る
の
に
或
る「

一
光
の
最
^

格̂」

を
承
認
1 

け̂
れ
'ば
な
ら
ぬ
の
で
，あ
る
'
.0
夺
の
價
格
は
#
社
設
立
.の
條
現
或
は
そ
の
修
K
中
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
I

ま
れ
之
れ
が
r
':
n 

杯

の

額

翳

写

value,

と
同
様
の
働
I

す
る
と
北
ハ
に
、

應
募
が
引
受
け
ら
れ
る
最
低
價
格
を
彥
、：

且
つ
應
募
者
の
責
來
を 

g

定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
額
だ
け
確
定
資
本
と
な
る
。
こ
.の
株
式
が
確
定
额
の
無
額
而
«'
で
あ
つ
て
、
額
而
株
と
の
相
遠
は
こ
の 

裳
に
は
そ

Q
.

最
低
發
行
價
格
、I

券
に
羅
さ
れ
て

^
急

點

に

‘t
。
’矣

こ

S

議

の

、議

面

株

に

對

し

て

囊

者

に

よ

つ

.て 

识

泰

以

上

に

狒

込

ま

れ
/:
©
過
額
は
確
定
資
本
の
追
.̂
1
と
は
な
ら
ず
に
稹
沈
金
0

と
し
て
計
上
さ
れ
配
當
に
當
て
ら
れ
る
。
從
つ

V

.

一 

無

領

而

'採

に

'
つ

s
,

 

了

 

：

 

' 

■ 

.
r

 

' 

'

,

:

v

 

. 

'
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八

九
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六
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*K 〇

-

(

六
一
ニ
八〕

ノ

て

p

R

f

 

b
i
n
s

に
す
れ
は
、
：
こ
れ
は
無
額
面
株
と
I

律

上

の

各

稱
に
過

ぎ

ず

、

實
質
的
に
は
額
面
株
で
あ
つ
て
、
そ

の

「

最

低

®
へ
 

.

.

.

.

.

.

.

.

•ィ
.値
格J

は

1
;

初

の

法

^
上

の

*
^
:

S
：

で
は
贫
ぼ

株
と
同

；Q

作

用

を

す
る
も
の
で
^)
.る
と
。(FinancialvHaindbook,.. P

.
V1626

.
)

.

、

託

G
i
t
e
n
b
e
r
g

 

2

よ
れ
ば

S

S

初

f
さ

s
i
i

拂
込

S

.
' :

株
とQ

發

行

裏

る

き

に

、
背

I

s

而
以
上

S

含

rl\
つ
て

H
t s

_
l !
! l

:
! i
! t

u
u
pi l

s
Î l

r

i

p

! ?
:

好
め
或
は
柿
虫
の
低
額
の
貴
任
を
免
れ
る
爲
め
か(

ニ〕

並
"
通

株

と

優

先

、■
 

.

然
る
に

眞
•の
無
额
面
株
に
*は
確
定
額
令
或
は
辙
面
額
が
株
券
に
も
會
霧
立
の
條
項
中
に
も

揭

げ

ら

れ

て
I

い
株
式
で
あ
る
。
こ

の
 

株

式

总

一

觉
の
最
低
發
行
價
格
は
な
い
。
併
し
或
る
州
で
比
、
舍
社
設
立
の
特
許
狀
中
に
發

行
又
.は
應
募

f

以
下
の
.一

議

が

^

^

.
 

と
な
る
可
I

を
規
定
し
て
f

時
は
別
と
し
てc

さ
も
な
い
と
放
令
に
よ
つ
て
無
額
而
株Q

應
麗
額
が
會
社
の
確
定
資
本
へ
の
追
加

_

_

議

讓

漏

屬

株

の

對

價Q

全

額

が

確

定

資

本

と

な

る

、と

解

さ

れ

て

居

、る

。

' 

' 

-

g

■
が
.

、
の

殘

金̂
響

と

し

て

分

配

し

得

る

拂

込

積

立

金

1

i
n

 

r
e
s
e
r
v
e

と
し
て
指
定
す
る
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
に
よ
.つ
て
拂
込
、

|

 ■ 

を
蓄
稂
し
f

。
徂
し
公
共
の
利
益
と
霧
者
の
安
全
を
f

ぬ
こ

と

を

必
要
と
す
る
，の
で
あ
る
.

v:
v

>
 

つ
て
f

が

w

l

a
 

s
’

之

れ

を

;
し
？
 

V
M裹

f
 

?

基
求
し
、(

S

る

J

、
奪

S

I

て

、

1

で
、
i

l

l

l ,
r

l s
!

l f
i

:

g 

州I
s

i

株

r

l

'

I

M
る

M

鐘

と

し
 

I

。

(

B

l

l

 

e
i
r

 p, m
_

論

; 1
::
1

圏

|

1
: 1
歸

疆

: 1
:
;: 1
:
證

:1
^
證

で

證

^

^

漏

•
 

せ
‘の
確
定
資
木
の
決
迸
に
就
い
て
與
へ
る

’唯
ー

の

效

艰

は

.

「

確

定

資

本

は

最

少

限

に

於

て

法

定

要

求

額

だ

け

な

く

て

は

な

ら

ぬ」

と
い
ふ 

•

.

こ

と

で

あ

，つ

：て

、

.各

#
社

は

實

際

に

は

そ

の

法

定

最

低

額

以

上

の

確

定

資

本

を

有

す

る

こ

と

は

殆

ん

ど

疑

ひ

の

な

い

こ

と

で

あ

る

。

,

ま
た
眞
の
漱
额
而
株
に
.
0い
て
の
法
^'
-
の
多
く
が
漠
と
し
て
房
る
の
で
、/取
締
役
#
は
1

を̂
.別
义
し
て
、
そ
の
.理
す
る
額
で
こ
の
株 

. 

式
の
發
行
價
袼
を
決
足
す
る
絕
對
の
權
限
を
有
す
る
か
'の
如
く
財
界
人
に
思
は
せ
る
に
至
0.
て
屈
る
。
#
心
法
律
家
(O
'
說
で
は
眞
to
無
額
'.

義
|
縣

顏

ぢ
^ :

,

法

栽

N
所
こ

.よ
っ

て

明

確

•に
制

限

さ

れ

て

ゐ

る

セ

。
卽

ち

そ

れ

は

他

の

總

て

の

株

式

と

伺

様

^
他

に

株

、
王

が

存

在

す

る

時

に

は

公

正

.最

低
 

\ 

/ 

,

發

行

憤

格e
q
t
d
t
a
b
l
e

B-i
n
i
l
m

 i
s
i

勾

ぽ
6
卽

ち

從

來

の

'»
生

の

旣

得

權

を

侵

害

せ

す

に

發

朽

し

得

る

最

低

额

で

.あ

る

"

そ

の

公

正
 

|

霧

通

.

y

 (

一

静

に

：
ば̂

で

：
曼

す

る»
產

が

ぃ

_

社
,(
D
'
■裏

を

適

當

に

p

馨

賺

：.■

爲
.吹
^
^
^

一
 

H
a
n
f

 k
l

p
t

n
Q

O

そ
れ
故
、

一.般
的
に
は
最
低
發
行
價
袼
の
規
{疋
は
如
何
な
る
株
式
も(

一)

額
而
株
な
ら
ば
、
そ
の
額
砸
以 

、
，.

.

下
で
は(

ニ)

確
定
額
の
無
额
而
株
な
ら
ば
"
そ
の
確
定
額
以
下
で
は
、
ま
|:(

1ニ)

如
何
な
る
場
合
に
も
公
正
最
低
額
以
下
で
は
發
行
し
得

.
て

':
ベ
.
'
.
:
' 

な
い
と
い
ふ
こ
と
で
為
な
0 
- 

.
 

ノ
 
■

■:
•

.

.

.

.、
'

.

I
I

霸

：養

"五
無
額
茴
株
の
發
行
價
栎
と

'株
主

の

責

任

'
-/
'へ
'
ノ
へ
.

.

.

：.
:

、

"...'' 

:

議

l

g
;:
'

;

v

:

*に
述

'ベ
P
0
^
0
A
の

法

律

上

の

規

定

の

範

胃

で

S

は

無

額

面

株

の

發

行

價

格

を

如

何

に

谈

定

す

る

か

，

0
へ
ば
取
締
役
が
特 

|
讓

#

へ

-:
;
:許
狀

に

よ

っ

て

こ

の

株

式

^
對
し
て
取
得
す
可
き
對
價
を
決
班
す
る
權
腺
を
血
ぐ
へ
言
れ
で
盾
る
時
に

^

:

彼

等

，弒

そ

め

寶

別

し

猬

格

.を

資
 

■ 

s

ヘン？：
產

の

評

價•：

旣

發

株

式

の

帳

簿

價

格

^
市

場

價

格

現

在

及

び

將

來

の

收

益

力
，
發

行

高

の

多
少
、
僉

a

の

評

判

そ

の

他

に

よ

っ

て

決

定

す

'
 

|
靈

||

證

藤

る

。
若

し

取

締

役

が

1
有

株

式

の

賞

際

の

M

以

下

の

金

額

で

•
そ

の

追

得

發

行

の

價

格

を

決

定

す

る

時

に

は

純

資

產

上

株

主

の

利

益

は

看

/

.

.
'

.

へ

: ;
.

'

.

.•

:

>

' •
:
,
;

■
.
' 

ぐ

：

九
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V

i

,
、

/ 

,
1
0 ̂

:
；

:

:

ハ
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、

y
'
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:
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ノ 
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v
c
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J
i '
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f
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.
1

式
p

t f
i
f前
に
比
し
I

r

l

.蓋
し
ハ
墻
發
後
I

s

總
て
同
一
慣
格
を
持
つ
こ
と
I

か
f

る
。
、現
I

 

れ

t
 

爲
！

平
裁
判
所
の
訴
へ
！

利
に
よ
っ
て
、
斯
か
る
資
木
の
毀
？

防
ぐ
こ
と
が
出
來
る
。
“

_

變

|

,

_

_

1

_蟹

_

:

_
賣
■

復

^

^

^

f

な
f

f

に
さ
れ
る
場
合
に
は
裁
判
所
に
よ
つ
て
確
認
さ
れ
る
o
. 

(

G

e

a

l

n

p

, 

eif, 

p. 

1
2

9
.

)

-

ィ

“
た
無
|

株
I

s

i

s
を
所
謂
塑
資
f

し

、

？

れ

ざ

•を
配
當
に
利
用
し
f

翌

余

と

？

4
は
|

の
法
_取

の
規
定
の
範
圍
で
そ
れ
ぞ
れ
#
社
に
よ
つ
て
決
^j

さ
れ
る
。
 

ノ 

.、

- 

;-
-
'
'
:
_
:̂
に
省
^
|
5辨
の
株
主
ぬ
#
社
匕
對
す
?)
-
寶
住
^
就
>̂
■ 

ッ

H

I

磐

株

の

I

寝

は

、
そ
I

墨

I

l

f

つ
て
f

i

る
。(

一)

f

そ

の

發
行
最

i

f

つ
.

I

I
と
、

導

I

I

株
の
應
I

責

任

磐
 

は

の

f

 

f

 

I

K

S

)

と
同
様
S

S

I

 

f鐘

者

I

社
I

Q
條
f

 

f
 

n

s

l

f
知
つ

れ
る
！

を
負
は
"
れ
る
か
喜

t

。(
ニ)

若
し
そ
の
價
格
が
株
主
の
投
變
は
取
締
役
I

決
議
に
よ
？

定
？

〈

け

看

■

り
■

畫

猶

I

確
定
額
の
響
に
1

1

1
の
：行
爲

は

I

I

者
は
彼Q

行
つ
た
契
約
の
®
行Q

寶
任
が
ぁ
患
け
と
な
る(

孩
定
額Q

全
部
を
支
拂
ふ
I

の
な
い
こ
と
f
担
'

.)

^
-と

な

れ

麄

馨

装

締

役

或

篇

唐

_行
爲
に
就
い
て
知
つ
て
|

ど

い

ふ

實

臭

装

4

4
含

。

f

に
眞
の
無
額
面
株
‘の
株
主
は
彼
が
靡
に
際
し
て
行
ふ
契
約
を
履
行
す
る
責
任
が
t

だ
け
で
あ
る
， 

• 

主
の
爲
に
つ
い
T
見
る
にf

當
が
醫
株
の
場
合
と
S

つ
て
何
f

定
め
ら
れ
る
S

云
金
で
も
な
い
。
美

、、
“

,'
;

0

^

i-;
!

:
::
g

- i
Q
::
f

> i
' l
l :
'

^

:l
l

_

^

發
行
慣
格
が
無
额
面
株
の
資
本
請
求
權
の
全
额
ど
定
め
る
も
の

•と
見
做
さ
れ
る
。
こ
の
株
式
故
時
を
異
に
し
又
價
格
を
'-
^

に
し
て
發
行
さ 

'
る
の
で
公
玉
な

^
決
を
必
要
と
す
る
問
題
で
あ

‘る
。(

5|
3肩

*̂
1
11
}
8
<
1
1
3
0
0

片
|
1
>
ら
，
1
6
2
9
-
1
6
3
0
0

:
附
パf

 

額
蜃 f

 

一
...
:

右
に
述
べ
で
來
た
こ
と
は
主
と
し
て
鮮
額
而
普
通
株
を
中
心
と
し
て

V
あ
る
が
、
-
無
額
面
優
先
株
g

 

p

肖

preferred-stock

:の
發 

行
も
許
さ
れ
て
屈
る
が
、
之
れ
は
そ
の
普
通
株
程
に
利
用
さ
れ
て
居
な
い
。
併
し

.次
の

様

屢

合

に

^
行
す
る
に
適
當
な
も
の
と

M
:

へ 

る
。
；即
ち
普
通
の
非
參
加
優
免
株
の
市
價
は
そ
の
時
の
市
場
金
利
の
上
昇
と
共
に
低
落
す
る
の
で
市
場
金
利
が
假
り
に

9

%と
す
れ
ば
優

. 

先
株
の
配
當
率
が

9

%
が
以
下
で
あ
れ
ば

"
そ
の
優
先
株
は
額
面
價
格
で
比

#

さ̂
れ
な
い
が
額
面
株
の
割

5|
發
行
は
違
法
行
爲

re
あ
る

.

.

•

•

'
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>
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.

.

.
へ
.
'■
•
■
.
.
,
.
,•
■
•

.
'.
.
:
' 

• 

.

.

.

. 

.

. 

. 

.

.

•
■

-

か
ら
斯
か
る
際
に
そ
の
優
先
株
を
無
額
面
と
-し
て
發
行
し
得
る
こ
と
'に
な
る
。(stevens--op. 

c
i
r

P. 

s
. 

Financial H
a
n
d
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1

0
 

\

 

- 

:

ま

た

無

額

：叫

俊

先

株

が

<

^
の
教
齒
に
對
す
る
何
等
か
の
優
先
衝
を
與
へ
を
れ
た
も
-(
0
であれば、そ
れ
に
は
特
定
の
偾
還
公 

表

額
a

(l
>

a
3
J

a >
c b

, く
^.
§

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

若
し
も
そ
の
額
が
な
け
れ
^-
*
資
產
に
就
い
て
-の
優
先
と
い
ふ
事
は
意
味
の̂

-
.

い 

鄯
に
な
る
。
從
つ
てf
j

の
株
式
に
對
す
る
確
定
資
本
に
解
散
の
際
に
資
產
にi

し
て
有
す
る
優
先
權
の
範
圍
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
. .

ま
|:
. 

こ
の
公
表
額
は
#
計
上
額
面
額
と
同
様
の
も
の
と
し
て
處
理
さ
れ
る
。
-そ
れ
故H

o
a
g
l
a
n
d

 

•は
こ
の
優
先
株
式
を
以
て
發
行
さ
れ
：る
：ま 

で
は
無
翻
面
株
で
あ
る
が
、
發
行
後
は
.

1株
に
逆
戾
り
す
る
も
の
一K

 

•ふ。
尙
ま
-?
:
彼
は
こ
の
株
式
と
齊
通
株
と
の
並
存
に
伴
つ
て
祯
々
'
 

#
肝
上
處
理
に
闲
»
を
來
す
か
ら
優
先
株
を
無
額
面
に
す
る
^
は
經
驗
上
芷
當
と
認
め
得
^
い
と
沄
ふ
。
页

にGerstenber

oq
も
別
の 

立
場
か
ら
、
こ
の
株
式
が「

投
资
氣
券」

と
見
嫩
さ
れ
る
な
ら
ば
，、.1

定
の
額
，面
を
保
布
し
、
そ
の
§

に
實
質
的
な
價
値
を
す
る 

1§
こ
11
る
^.
き
^
あ
る
-と
主
張
し
て
屈
る
。(Hoagland—

o
p

.
-

c
i
r
‘pp. 61

ふ 2
,oonyngton—

op. 

c
i
r
p
.
p
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,

無

額

而

秭

に

つ

い

て.

：

i
:
.
、
'
,
,
.
:
.
.
.
.

...

.

.

,

.

.

.

.

.

.

.

.

1 

\ 

\

 

, 

X 

-

、

.
’

て

-

为

四

C

六
四

！

0

 

-
rorpqrat?on.prooed&,.1922, p. 

I
s
. 

G
i
t
e
n
b
e
r
g
—

o
p
.o'
i
r
p
,
9
5
. 

>. 

• 

,
 

,

-

,
、

.

:

六

麄

に

と

.つ
て
の
刹
益
七
不
利
益
ノ 

■ 

’

'無
湖
；S

の
發
行
を
認
め
る
？

H

f
理
論
的
极
據

I

に
述
べ
た
如
く
、
额

愐

株

の

擬

制

と

そ

れ

に

關

聯

し

て

管

ゃ

す

い

象 

の
排
除
に
.

t
が
、
•尙
そ
の
他
に
も
こ
の
株
武
が
そ
の
性
質
上
、
.额
而
株
に
比
し
て
，f

發
行
者
或

I

王
に
と
つ
て
有

利

な

點

の

t

 

と
共
に

.
ま

益

々

a
缺
點

と

摄

さ
る
可

I

Q
、
姊
に
そ

S

用
に
伴
ふ
弊

f

認

I

I

得
な
い
。
8

k

こ
の
邾
式
に
對
し
て
は
袪
律
家
.、
經
濟
學
渚
、
.
#
計
擧
漭
等
の
立
扱• 

' 

'
か
ら
、
そ
の
缺
點
'5
:
指
摘
さ
れ
反
對
さ
れ
て
來
て
席
る

o

例
へ
ば

- 

I>ewin.g 

は
..

. ^J
J
g
J
^

E-p
o
l
i
c
y

 

6
f ^c

o
r
p
o
r
a
t
i
o
n

 

p
...

第 
ニ 
版
..

(
1

ゴ
ニ1

ハ
句)

で
は
、

そ
，
の
非
^:(
 

一〕

p

w
#
と
の
並
亦
に
ょ
る
视 

.

亂(

ニ〕

そ
、の
市
倒
の
低
济(

三〕

近
徵
の
困
顯
@

w
、出
し
倒
格
の
相
途 

ic
ょ
る
株
虫
へ
の
不
公
芘(

五〕

難
欺
に
對
す
る
偵
權
卷
の
保
誰
の
诋
ヶ
、 

條
を
银
げ
て
、
之
れ
に
'反
駄
f
'/
J
I
Iへ、て
^
る
。(p.p. 

100
丨27

レ

汴
し 

'

そ
^
第
三
版•

(
一

九11

一
四
郎)

で
は
金
然
之
れ
を
^

略
し
た
。
そ
の
代

リ
.に
巧
句
公
节
の
.'A

w
t
u
d
y
,
.

 o
f

 .
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
,

 securities..

で
..は
.

C
1
〕

倍
權
漪
の
保
訑

0
D

株
似s

低
落

.に
關
しk

本
文
屮
で
辨
誰
し
、
 

-

S
の
中
で

Q
i

)

課
秘
の
困
雜

(

四)

投
蒙
に
對
す
る
不
公
疋
の
ニ
點 

を
採
リ
上
げ
て
反
駿
し
て
妍
る
。

(
p
.p. 6

8
1
7
7
0

 

,

.D
e
w
i
n
g

に
よ
れ
ば
雜
誌
論
文(

將
に
一
九
二
四
年
ま
で
に
多
く
發 

.
表
さ
れ
た)

に
褐
げ
ら
れ
た
反
對
論
の
多
く
は
無
现
な
、玉
跟
で
あ
る 

が
、
又
法
令
の
改
圯
と
共
に
今
で
は
時
代
遝
れ
の
も
の
.に
な
つ
た

と
.
0
 

し
か
し
狗
观
へ
ば
to
.
W
.
 

S
e
a
g
e
r

 a
n
d
p
A
.

 

G
e
i
c
k

丨 

T
r
u
s
t
.

.:g
d

 

C
p
r
p
o
r
a
t
i
o
n

 

p
r
oB:
e
m
sv,
-
1
9
2
.
の
如
き 

i

m

h 

而
，
か

ら

そ

の

酿

止

を

主

張

し

て

焐

る

0
そ
の
理
山
と
し
て
は
食
社
ヮ 

本

常

の

公

表

蚀

、
资
本
に
，
ょ

る

配

常

の

防

血

、
资

產

と

名

：

H

的

资

氺 

l
mff
l
と

をi

致

さ

せ

る

規

定

に

從

：は
せ
る

.爲
め
と
.を
擧
げ
て
席
る
。 

■
CP.P. 

6
SS--639

.) 

， 

,

へ
；饼
し
^

^
;&
^

^

<

.の
：
缺

點

爽

は
^

|
1は
じ
の
^ :
^ ,
の
#

及
.と
兆： 

-J
C
、u

e
w
i
r
i

叫
が
塔
げ
て
反
駿
し
て
厨
る
様
な
，點
で
な
く
、
他
の
方
而 

に
窺
は
れ
る
漭
は
次
に
述
べ
る
通
リ
セ
あ
るo 

、

無

爵

株Q

發
行
に
.伴
ふ

螽

、
株
主
，
1
3權
者
の
利
不
利

S

I
式
の
發
行
さ
れ
.る
州
の
法
令
に
ょ
つ
て
.f

興
る
と
こ
ろ
が
あ 

る
が
、

諸
家
の
擧
げ
る
と
こ
ろ
を
綜
合
し
て

み
る
と
火
體

次
の
嘮
ひ
あ
る
。
 

，

パ

•

ン

.-
'.•
倉

辱

と

っ

.て
の
利
益
■ 

, •
.

,
 

.

,,
 

'

.(

一)

資
金
調
達
が
容
易
に
な
る
。
兪
社
が
固
定
的
資
產
金
を
必
要
と
す
を
際
，
若
し
も
、徹
面
株
で
あ
れ
，ば
、
そ
の
'市
慣
が
額
商
を
靱

:讀

--
八
..
'
'
;:,
-
:ら
：苽
^
^

' 

僉
社
な
ら
ぱ
こ
の
株
は
低
額
で
賣
出
さ
れ
--
*
會
社
の
發
達
と
此
ハ
に
高
額
で
發
行
さ
れ
る
。(Hoaglas, conyng.ton,.Gerstenberg,

.

- 

- 

- 

-
-
-
- 

-
.
.
. 

.

.
-
-
'

■.
 

-
、
• 

.
,■:
_
•■:
.
.
.

 

■
■
-■
. 

■ 

- 

.

.

.

. 

. 

, 

.

.

.

.

.

.
フ

*
. 

Lincoln.) 

い

.

■ 

(

ニ)

多
く
は
金
額
拂
込
み
と
な
り
、_
又
進
徵
が
な
い
。
之
れ
に
關
聯
し
て
は
旣
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
9 (Hoagland, Lincoln-

.••
ふ
：
.-'
.'
''-
.
:
.
. 

.

.

. 

-
V 

-
,
-
.
v 

... 

.. 

.

.

.
•
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.

:■
*
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. 
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. 

•
.
•
-

.
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.

.
•
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-
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.
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.
• '
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'■
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.
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.

.

.

.

.

.
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•

 

•

_
醫

事

:̂
:

.

-

.

の
銷
却
を
必
耍
と
す
る
こ
と
：が
あ
ス
が
、
.额
财
株
の
代
り
に
無
額
而
株
を
提
供
し
て
そ
の
叚
的
ぶ
達
し
得
ぢ
ミ
ま
た
確
定
資
沐
の
減
少
が
■■

' 

,

容
易
で
あ
る
。
株
主
は
額
面
切
下
げ
に
は
反
對
す
る
か
も
し
れ
.灯
が
、̂

と
同
様
の
株
式
於
與
へ
ら
れ
る
の
で
反
對
し
な
いociioagland-

-

: 

,

(

四)

ボ
I
ナ
ス
株
に
利
用
し
得
る
。
投
資
家
に
，優
先
.株
又
は
社
偾
を
引
受
.け

-5
-
せ
.る
爲
め
に
、
普
通
株
を
ボ
丨
|ナ
ス
と
し
て
興
へ
る
-'

て
；

.

,

■必
要
の
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
q
そ
の
際
、額
面
株
で
.為
れ
ば
、豫
め
評
價
過
大
の
財
產
に
支
給
し
た
株
式
を
再
び
#
社
が
.職
與
'株sonated 

* 

• 

.

S
t
o
c
k

と
し
て
取
得
し
•て
居
る
金
®

# Treasury Stoc

亦
を
ボ
一
ナ
ス
侏
と
し
で
提
供
，す
る
こ
と
に
な
る
が
、
無
額
面
株
で
あ
れ
ば
、

-
• 

•
- 

. 
•■.
 

- 

,
 

.

f
¥
••
•
•
:
.
,
.

斯

か

る

欺

瞞

を

行

.^
:
す

に
 

> 法
律
上
問
題
ど
惹
起
す
惧
れ
の
な
か
«
な
小
額
の
社
«
で
發
行
し
得
る
。
從
っ
て
贈
與
株
、
金
庫
株
を
利
用
' 
. 

す
る
必
耍
が
な
ぺ
な
る
。(Hoagland/Burtchett, Stevens, Financial Handbook.)

I
I
.
V
: 

,

(

五)

廣
く
分
散
發
行
し
そ
の
市
場
性
を
擴
大
ん
得
名
。
額
面
株
に
比
し
て
低
價
格
で
發
行
さ
れ
る
し
、
そ
の
發
行
後
も
株
式
馨
を
..

r

へ

ャ

ノ 

■

 

'

 

.

.

行
つ
て
、
冬
の
市
慣
を
低
く
し
て
©
き

廣

く

株

式

を;
せ
る
。
之

れ

は

に

と

つ

て

、

(
一
)

多
く
の
小
投
資
家
の
間
に
ょ
り
多
く 

,

.

.,Q

株
式
を
發
行
し
て
ょ
り
多
く
の
資
金
を
獲
得
じ
得
る
。
’

(

こ)

株
主
の
分
散
は
そ
の
圑
結
を
困
難
に
し
、
現
在
の
#
社
經
營
者
の
地
位
が

、 

'し

\ 

..

..無
餅
雨
採
ド
っ

v<
て：

、
■
:•
-

V 

. 

ニ

*

、
 

\ 

.
 

'

‘
九

五
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ハ四三
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•

無
額
而
株
に
ヴ
い
て
 

.

.

.
-
u
s
-
r
^
,
.
-り--
,
,
.
.

、

‘ 

' 

ノ

' 

、•

、

ゾ

\九

六

(

六
四
四〕

パ

室

す

る

。
ま
た
そ
の
市
價
を
引
下
げ
暴
の
譬
じ
ぃ
時
に
は
、
現
在
の
株
式
と
裂
へ
に

j

s
數Q

株
式
を
發
行
す
る
か
又
は
聞

鏊
を
減
少
せ
す
に
單
に
資
本
勘
定
を
 
一
f

敗
の
株
式
尺
分
割
す
る
だ
け
で
.、
翥
面
株
で
の
株
式
酔
を
行
ふ
こ
と
レ
ょ
つ
て
、之

I

を
賢
行
し
得
る
。-ま
た
市
價
を
低
く
しi

く
こ
と
は
、

從
業
員
及
び
願
客
，に
對
し
て
株
式
を
分
讓
す
る
に
も
適
す
る
。

f

 
I

 

m̂ancial; Handbook, Stevens.〉

• 

'■'.'■.こ

'-
,

の
記
帳
を
行
は
す
に
濟
せ
ら
れ
る
。
裂
と
金
融
の
費
用
と
は
そ
の
株
式
S

却
金
か
い
差
引
ぃ
て
株
式
寶
出
ム
當
時ii

處

理

矣

る

。
'
 

f
f
,
b
n
c
o
F
c
o
n
y
f
.) 

一
 

.
.

.

 

：
 

,
 

:

-.
.

'•〈

•(

七)

株
式
と
蜇
へ
ら
れ
る
財
產(
現
物
出
資)

の
評
價
に
疑
惑
I

I

零

眞

：の
S

面
株
え
霸
出
資
I

契

:1

.....

,
て
*
- 

- 

-■-
 

f 

.
^
^
*
,

4
.

.「

d 
只.
.
-|
|
.
に
> 
財
產
の
疋
確
な
評
價
は#,
-計
土
の
自• 

I

び
そ
の
，取
得
後
の
株
式
の
公
正
なH

擎
る
爲
め
I

必
要
で
t

。
併
し
こ
の
鳖
■

し
：て
：發
行
I

I
式
は
，
そ
'

ミ
完
金
に
彿
込
れ
た
こ
と
に
就
ぃ
て
の
疑
惑
を
生
じ
な
ぃ
"
碧
て
無
形
資
遽
扁
卸
ゲ
督
は
大
き
ぐ
な
ぃ
が
收
益
ヵ
で
計
る
と
贺

 

■
の
ぁ
る
財
產
と
に
對
す
る
支
桃
の
爲
め
發
行
し
得
る

0
s
o
a
g
i
n
d
.

 Financial H
l
o
o
k
o

 

一

3

,
株
式
配
當
に
利
用
し
得
兔
前
に
述
べ
た
無
爵
の
株
ゐ
配
當
の
行
は
れ
る
場
合
は

(

一)

收
益
の
樹
立
金
を
資
本
金
に
轉
換
し

! |
1

:;
:

|
處

■

|

: 1
參

平

1 :
づ

;1
:

,

霍

ー

_

,

漏

S

つ
.た
と
感
じ
る
人
々
に
勵
み.
S

け

る

爲

め

部

で

ぁ

る

:0
併

し

こ

れ̂/
藤
に
は
株
主
の
權
利
に
は變

化
は
な
ぃ
。
1

1

m :

.(

九)

-#
額
の
按
立
金
を
取
得
す
る
。
先
に
述
べ
た
如
く
#
社
の
設
立
者
は
出
資
中
確
^
資
本》A

T

な
る
可
き
部
分
を
指
宠
し
得
る
の

—

喪

層

を

寵

泣

金

に

：

■
麻
_

.T
'廳

ぬ

:;
:
«藤

期

：響

貧

吃̂

'猶

1

纖
|

顏̂

_

- 1
;

_

_舊

.
§
蟹

1

张
1 :
動

.&
:
^
^
 ̂

併
し
.之
、
：
 

;
.親

馨

:«
,#
^
の

翁

則
-|
-湘
农

顏

':
:
め̂
で
#
*'
:1
-
位
紙
面

tr:
 
.
 

• 

- 

• 

t.
 

■* 

,
-
-
L
, 

, 

. 

. 

. 

-
-
I
.
" 

.• 

>
. 

• 

• 

. 

- 

. 

• 

- 

.

.

.■- 

•
,
,
.
.
•
. 

- 

.
.
.

.

.

.

.

.

■•
+
 

.

.

.

.
•
.
•
.
ニ

 

. 

•
1

• 

•
••
.
•
.
- 

.

.

.

. 

-

J'
.

.

.

.
 

V 

>
• 

.

■
凝

瀵

_

撰

識

馨

寶

署

_
盡

_

:篇

霸

凇

_

動

,

や
否
や
疑
問
で
あ
る
。(Hoagland, Gerstenbe.rg, Financial Handbook.) 

.

(

十)

優
先
株
發
行
の
爲
め
に
利
用
さ
れ
る
。，
州
に
ょ
つ
て
は
現
在
の
背
通
株
數
に
一
定
CD
比
例
す
る
、以
上

の

優

先

株

の
#*
行
を
幾
じ

て
厨
る
。
-從
つ
て
.額
；5
株
.の
代
り
に
低
い
憤
格
の
無
額
而
株
を
利
用
し
て
、
こ
の
規
定
を
囘
避
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
併
し
こ
の
法
令
の

同
的
は
優
先
株
生
の
投
廣
を
簾
す
る
.に
あ
る
の
で
、
斯
か
る
ボ
殺
は
公
正
と
.去
ひ
得
な
い
。(

H
o
a
g
l
g

产s
t
e
v
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先
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暌
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產
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影
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な

く
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單
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資
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勘
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を
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數
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株
式
に
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削
す
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猛
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れ
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と

つ

て

は

不

利

だ

と
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に

ね

ば

な

ら

ぬ
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し

て

容

易
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寶
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得
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爲

め
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株
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權

利
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險
と
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す

る
株 

,

生

の

地

位

は
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^

^

M

ot:
6
(o
t

^
々

o(

B
u
r
t
c
h
s

.

〕 

-、

.

'

 ■ 

.. 

- 

. 

、
，
.

•-
.
- .
 
f 

“.:
- 

'«-
■-
 

- 

. 

.

.
-

一
• 

L
.
-
\
-

. 

-
-
-

g

同
一
株
の
®
防
ひ
價
格
CD
相
遠
に
よ
つ
て
尔
利
を
感
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條
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じ
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侦
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が
速
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に
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れ
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行
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つ
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附
偾
務
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れ
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務
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還
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’れ
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ハ
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め
に
他
の
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。
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追
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っ
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は
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す
る
會
社
の
支
账
能
カ
は(

配

言

よ

っ

て

)

減
じ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
。 

(
F
i
n
a
n
c
i
a
l
-
-
H
a
n
d
b
o
o
k
o

, 

’
 

.

.
 

、
 

,

- 
一

...

.
.
.

..••

.. 

V
.
- 

■ 

-
7 

: 

-

.

.

.

.

.

•

-

 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

- 

' 

-- 

.

.

.

.

.

.

. 

.. 

r. 

.
.
.

.

.

. 

.

(

三)

、
.籍

の

誓

そ

の

他

に

よ

っ

て

有

利

と

な

る

。
先
き
に
述
べ
た
様
に
、
こ
の
株
式
に
よ
っ
て
改
組
そ
の
他
が
、容
易
に
實
見
さ
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得
る
な
ら
，ば
之
れ
か
失
敗
し
た
際
に
は
全
損
と
な
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
憒
權
の
マ
部
又
は
全
部
を
愤
權
者
は
间
收
す
る
'〕

と
が
出
來
る
。
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す
改
斜
が
速
ヵ
に
行
は
れ
る
爲
め
不
安
定
な
尠
間
は
短
く
な
る
し
、
'そ
の
間
も
信
用
は
圓
滑
に
な
る
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ま
た
そ
の
他
に
依
務
者
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額
面
價
格Q

存
在
に
よ
っ
て
欺
か
れ
ぬ
こ
と
、
及
び0

1
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先
き
に
述
べ
た
通
り
、
確
定
資
本
と
積
立
令 

.と

を

辕

對

照

表

に
.混
合
し
て
一
っ
の
數
字
で
！̂

は
す
こ
と
が
.1
く

行
は
れ
て
ゐ
る
爲
め
に
、
黛

者

は
自

ら

實

隐Q

確

定

資

本

を

調

资

. 

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
そ
の
屬
密
に
關
聯
じ
て
命
社
の
信
用
の
危
險
匕
直
接
關
係
の
ぁ
る
他
の
讓
|

明
か
に
し
得
る
こ
と
§

筒
條 

を
|

者
に
と
っ
て
の
利
益
の
中
に
加
へ
て
居
る
論
者‘

(
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る
が
之
等
は
利
益
と
見

ら

る
可
き
こ
と
で
な
い
。
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偾
權
者
に
ど
っ
て
の
不
利
益 
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ひ

ぞ

定

資

す

が

.

較̂
的
少
な
ら
大
多
數
の
利
で
は

C

の
株
惑
奴
行
の
對
價
中
の
僅
か
一
小
部
分
を
確
定
資
本
と
し
て
濟
し
得
るQ

 

で
そ
の
殘
贫
は
續
立
金
と
な
り
、
そ
の
爲
め
に
無
搀
保

o '
僙
權
は
十
分
保
障
さ
れ
な
い
。
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こ
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の

應

著

に

對

す
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權
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少

な

い
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應
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に
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株
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I

れ
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と
が
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、

そ

0
撖

込

不
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に

對
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寶
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篇
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し

て
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習
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こ

の

外

に
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主

に

對

す

る
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關

聯

し
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述

べ
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様
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、

こ

の

株
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を

發

行

す
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鈐

社

の

事

業
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投

機

的

な

爲

め
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生

じ

る

影
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蒙
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